
令和８年度 学校教育目標等 

 

１  学 校 教 育 目 標 

  国際社会の有為な形成者を目指し、若さにあふれ、実践力に富む人間を育成する 

  ・ 主体的に学び 創造的で知性豊かな人間を育てる  

  ・ 礼儀正しく 情操豊かな人間を育てる  

  ・ 勤労を尊び 心身ともに健やかな人間を育てる  

２ スクール・ミッション 

(1)生徒の興味・関心、進路希望等に応じて柔軟に教育課程を編成し、個々の進路実現に向けて

必要な能力や態度を身に付けた生徒の育成 

(2)多様化する国際社会において、多様な価値観を認め、よりよい社会の実現に向けて主体的か

つ協働的に取り組む資質・能力を身に付けた生徒の育成 

３ ３つの方針（スクール・ポリシー） 

○育成を目指す資質・能力に関する方針 

自己の目標達成や社会の課題解決等に自信を持って向かう自律した生徒を目指し、主に次の力を 

「苫南力」として総合的に育成する 

１ 知識・技能の観点から、語彙力，読解力 

２ 思考力・判断力・表現力の観点から、論理的批判的思考力、課題解決力、情報活用力 

３ 学びに向かう力・人間性の観点から、一歩踏み出す力、寛容性 

○教育課程の編成及び実施に関する方針 

１ 単位制を生かした教育課程の編成による、個に応じた学びと協働的な学びの推進 

２ 語学力の育成を図るとともに、国際交流や海外語学研修など視野を広げる教育活動の推進 

３ 持続可能な地域づくりや課題の発見・解決能力の育成に向けた、教科横断的な探究的学習の充実 

４ 主体性や創造性を育み、自他を尊重する人間関係を醸成する教育相談の充実 

５ 英語の外部検定など学校外の学修の単位認定の実施や ICT の利活用による学習意欲の向上 

○入学者の受入れに関する方針 

学業に力を入れ、自他を尊重し周囲と協力しながら意欲的に学校生活を送ろうとする次のいずれかに該

当する生徒 

・学校部活動、地域クラブ活動、生徒会活動等に熱心に取り組んだ経験を持ち、その経験を生かしてい

こうとする生徒 

・広く国際社会に目を向け、大学進学等の明確な進路目標を持ち、主体的に学習に取り組む生徒 

４ 指 導 上 の 重 点 事 項 

重点

目標 

「『もっとやれる』に気付く」学校として、単位制の主旨を生かし、生徒一人ひとりの可能性を

信じ、引き上げる教育を推進し、個に応じた進路実現を目指す 

学
習
指
導 

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向け、指導と評価の一体化による授業改善の推進 

２ ＩＣＴを活用した学習活動を推進し、個に応じた学びと協働的な学びの充実を図る 

３ 探究的な学習の充実により自己の在り方を考え、課題の発見・解決力の向上を図る 

４ 英語を使う機会を増やすとともに、国語をはじめ各教科において読解力を高め、語学力の 

向上を図る 

生
徒
指
導 

１ 生徒理解を深め、教員と生徒相互の信頼に基づく生徒支援を推進する 

２ 規範意識の醸成を図り、自他を尊重し社会人として責任ある態度の育成に努める 

３ 生徒の主体性や創造性を生かした生徒会活動、部活動を推進する 

４ 校則等について生徒とともに対話的に見直し、生徒が主体的に関わる学校を目指す 

進
路
指
導 

１ 進路情報の適切な提供やガイダンスの充実など進路学習に取り組む環境整備を推進する 

２ 系統的なキャリア教育を通して自己理解を深め、望ましい職業観を醸成する 

３ 講習・模擬試験・面接指導などを効果的に実施し、進路希望の実現を強力に支援する 

４ ICT を活用したオンライン学習等、個に応じたより効果的な手法を取り入れる 

健
康･

安
全
指
導 

１ 自ら健康の保持増進を図る態度の育成に努め、ウェルビーイングの実現を図る 

２ 共感的生徒理解に基づく教育相談を推進し、生徒が自らの課題に向き合う環境を整える 

３ 清潔で安全安心な学校づくりを進め、学習環境を維持する態度の育成に努める 

４ 地域との連携・協働を図り、防災教育を積極的に推進し自助・共助を実践する 

注 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番縦型とする。 
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